
効率的に移動
移動型に対応する自動化

: フォーカス MOBILE APPLICATIONS

オンラインでホームページ
をご覧ください: 
www.sickinsight.com



2

親愛なる読者の皆様

建設、農業または交通業界における移動型作業機械には、工場や物流センターホールの機械向け自動化 
ソリューションと同様の要件が適用されます。ここに屋外領域での特殊条件が加わるため、センサ技術はさら
なる課題を解決しなければなりません。ここで、SICK の豊かな経験に基づく革新的で高度なセンサソリュー 
ションが、工場 / ロジスティクス / プロセスオートメーションで活躍します。弊社は世界有数のセンサメーカー
の一つとして、不利な環境条件下でも堅牢性と稼働率における利点を屋内以外でも発揮し、数十年にわたり高
い評価を受けてきた技術を提供しています。

各業界のノウハウと幅広いセンサ技術のポートフォリオを持つ SICK は、移動型作業機械の自動化における理
想的なパートナーです。センサとセンサシステムを農業および林業機械などに統合することにより、日常での
使用に適したインテリジェントなソリューションが生まれます。このソリューションは、プロセスのコストを低下
させると同時に、歩留りを向上させるというお客様の要望を満たすものです。 

弊社のグローバルなセールス・サポートネットワークを通して、ヨーロッパ、アジア、アメリカの各地でアプリケー
ション固有の技術的ノウハウを提供し、お客様をサポートしています。さらに、この構造を利用して、弊社と同
様に世界規模で事業を展開する移動型作業機械の大手メーカーのサポートを実現しています。

弊社では、お客様と共に、モバイルオートメーション向けの新たなソリューションを開発し、既存の製品や 
技術を適合させています。カスタマーマガジン本号では、インテリジェントな方法で課題を解決したアプリケー
ションや、スマートな自動化ソリューション、および将来性ある IoT アプリケーション向けの製品・システム開
発など、数多くの事例をご紹介しています。 

皆様にとって有意義な情報となることを願っております。

ロバート・バウアー博士
SICK AG 取締役会会長
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>>   農業、食料生産、さらには建設業
などの業界では、地域、国内だけでな
く世界レベルでも常に新しい課題に直
面しています。人口増加に伴う食料品
需要の増加に対し、作付面積は減少し
ています。建設業では、既存の空間を
より効率的に活用するためにインフラ
整備が推し進められています。路面清
掃車、凍結防止剤散布車、消防車など
自治体車両の自動化における技術的要
件は、すでに幅広く区分されています。
用途の多様さにより、特殊機能の操作、
制御およびネットワークに関わる広い
範囲で新たなタスクが生まれます。こ
れらの課題を解決するため、移動型作

エレクトロニクスやセンサ技術の急速な進歩は、今日の移動型作業機械の革新レベルを決定するものです。農業機械および
林業機械、建設用機械および鉱業用機械、また特殊車両および自治体車両のメーカーやユーザーは、インテリジェントな 
センサの潜在能力を利益として採り入れています。センサとセンサシステムの統合は、日常での使用に適したインテリジェン
トなソリューションにつながります。こうしたソリューションは、プロセスのコストを低下させるだけでなく、同時に生産性を向
上させるという要望を満たすものです。プロセスは、より効率的で正確になり、環境保護を考慮して構築されるようになります。
この発展を通して SICK は、自律した移動型作業機械に至るまで高度に自動化された作業機械を実現するための重要なパー
トナーとなりました。 

業機械の自動化では将来性のある技術
とシステムソリューションが欠かせない
要素となります。

工場および物流自動化における豊富な
ノウハウと経験
SICK には、機械および車両の自動化
分野における幅広い技術ポートフォリオ
と実績があります。工場設備内でのマ
テリアルフローを実現する移動型ソ
リューションは、セル方式の搬送システ
ムや、パレットシャトルから自由にナビ
ゲート可能な自律型搬送車両、狭い通
路用フォークリフトまたは屋内クレーン
至るまで多岐にわたります。さらに、天

候条件の変動が多い移動型の屋外アプ
リケーションや、地下アプリケーション
向けのソリューションも、SICK のセン
サにとってはすでに経験済みのタスク
です。これらのセンサはすでに長年、
港湾、鉱業、そしてその他多くの難度
の高い環境で実績を重ねてきました。
SICK が各業界とそのプロセスを熟知
している証として、弊社は何十万という
システムを設置し、アプリケーションを
実現してきました。各業界にはそれぞ
れ特有のプロセスがあります。しかし
測定、検出、点検・監視、防護、接続・
統合、識別、位置決めといったセンサ
のタスクは、どの業界でも基本的に変

変化する業界

スマートな移動型作業機械向けの 
インテリジェントなセンサ 
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わりありません。このため SICK のエキ
スパートは、業界を超えて成功を収め
た自動化ソリューションを様々なアプリ
ケーションに適用することができます。
しかしながら、必要に応じて移動型作
業機械に適用される要件に合わせてセ
ンサを適合させなければなりません。

移動型作業機械のメーカーとユーザー
は、自動車業界の動向を注意深く観察
しています。これらの開発の多くは、移
動型作業機械に適用されます。すでに
今日コネクティビティという用語で車内
に導入されているテレマティクスソ
リューションも、こうした開発の一部で
す。このようなデータ伝送システムは、
フリートマネジメントまたは早期摩耗検
出などのスマートサービスとして活用
することができます。ファクトリーオート
メーションとは異なり、モバイルオート

メーションでは個々のプロセス関連装
置が有線でネットワーク化されている建
物やインフラ設備は存在しません。従っ
てこの業界では、クラウドベースのネッ
トワーク化ならびに無線によるマシン・
ツー・マシン通信が特に重要となりま
す。 

センサメーカーである SICK は、イン
テリジェントな機械にデータを供給しま
す。SICK ではすでに今日、この業界
における多くのタスクに対して世界有
数の製品を提供しており、ハードウェア
とソフトウェアを高度に組み合わせたソ
リューションを確立しています。モバイ
ルオートメーションにおけるセンサの
主な役割は、ドライバーアシスタンス
に関するソリューションです。これにつ
いて SICK では、標準センサの他に、
アプリケーションアルゴリズムを組み込

んだインテリジェントなセンサ、さらに
は IoT とクラウドベースの複雑なシス
テムソリューションに至るまで、広範に
及ぶポートフォリオを提供しています。
3D ストリーミングカメラ、LiDAR セン
サ、またはレーザスキャナ、超音波セ
ンサ、傾斜センサ、エンコーダおよび
誘導型近接センサ、ならびにインテリ
ジェントなアシスタンスシステムと安全
ソリューションの開発において、SICK
では幅広い技術を採用しています。セ
ンサとシステムは、数多くの将来的な
技術主導型市場へのカギを握っていま
す。「Sensor Intelligence.」により相互
接続された製品は、単一で作業するよ
りも明らかに多くのタスクをこなすこと
ができます。(as)



6

移動型の農業機械および林業機械、建設用機械および鉱業用機械、ならびに特殊車両および自治体車両は、自動化の革新 
技術を推進する要素です。機械内外でのインテリジェントなネットワーク化とデジタル化の担う役割は、ますます重要になって
います。

>>   センサをネットワーク接続し、特性
値の状態と時間変化に関する追加デー
タを供給することにより、起こり得る機
械障害を早期に認識することができる
ようになります。ファクトリーオートメー
ションとは異なり、モバイルオートメー
ションでは個々のプロセス関連装置が
有線でネットワーク化されている建物や
インフラ設備は存在しません。モバイ
ルオートメーションではクラウドベース
のネットワーク化、ならびに無線による

マシン・ツー・マシン通信という課題
が特に重要となります。

自動化されたゴミ収集車、油圧ショベ
ル、収穫作業機械、その他の移動型作
業機械では、移動型制御装置がすべて
のセンサデータを含む動作機能を処理
し、複雑なシステムの正確で迅速な制
御を保証します。センサおよびその他
の装置は、様々なプロトコルを介して必
要となるデータを確実に供給します。
しかし、何もない野外の移動型作業機

械から、このようなデータやその他の
追加データを制御室で取得するにはど
うすればよいのでしょうか。

Telematic Data Collection Solution –  
SICK のゲートウェイシステム TDC
SICK では、センサを介して実行中の
機能自動化のためにリアルタイムデー
タを提供するだけでなく、機械や車両
状態の検出や予知保全、およびプロセ
スの組織・最適化のためにスマートデー

MOBILE CONNECTIVITY

IoT: 自然の中でもスマートデータを供給
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タへのアクセスもサービ
スとして提 供しています。
ゲ ートウェイシ ス テ ム TDC 
(Telematic Data Collector) は、セ
ンサからのデータを収集して保存し、
モバイル通信経由で転送するために設
計されています。TDC は、すべての一
般的なインタフェースを備えており、
API インタフェースを搭載した SaaS/
クラウドプラットフォームを提供してい
ます。TDC は、データを定義されたサー

バに送信します。これらはユーザーイ
ンタフェースから表示させることができ
ます。データ伝送は M2M SIM カード
経由で行われます。GPSとGSM によっ
てテストされた高性能システムは、す
べての物体に簡単に設置することがで
き、液体レベル、圧力、消費電力およ
びその他のパラメータなど、プロセス
品質に重要となる機械状態のリアルタ
イムモニタリングを機械・車両事業者
に提供します。事業者は、スマートデー
タを通して実行中のプロセスを監視し、
プロセスの実行状態を保つことができ
ます。計画可能な予知保全は効率を向
上させます。機械、車両または補足製
品などの技術的端末と一元的制御セン
ターとの 自 動 化され た 情 報 交 換は、
M2M 通信を通じて実現します。
これにより、どのような場所からでも移
動型および据え付け型システムのデー
タを最短時間で表示、監視、記録、分
析することができるようになります。こ

のスマートデータへのアクセスを通し
て、事業者は戦略的かつ経済的に対応
し、企業の業績を改善することができ
ます。

センサとセンサシステムを移動型作業
機械に統合することにより、日常での
使 用に適したインテリジェントなソ
リューションが生まれます。こうしたソ
リューションは、プロセスのコストを低
下させると同時に、スループットを向上
させるというお客様の要望を満たすも
のです。テレマティクスソリューション
によるスマートセンサデータへのアク
セスを通して、マシン・ツー・マシン通
信を利用できるようになるため、イン
ターネット上で相互作用が生まれます。

製品群TDC (Telematic Data Collector) の
システムは、移動型および据え付け型システ
ムからのセンサデータの収集および転送を
行います。



8

>>  「種まきは収穫ほど難しくはない」
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲー
テはこのような結論に至りました。この
時以来、農業はモータリゼーションと機
械化を通して大きな変化を遂げました。
しかしながら、今日でも収穫は非常に
苦労の多い作業であることに変わりあり
ません。このため収穫プロセスでの効
率を改善するソリューションは、発芽す
る種のようなものであると解釈すること

が で き ま す。 そ し て SICK の WGS 
(Windrow Guidance System) は、この
ような「技術的な種」であると言える
でしょう。 

ウィンドロウトラクターの正確な走行
穀物や他の農作物の刈り入れ後、また
は牧草や野草などの刈り取り後、テッ
ダーレーキによってばらの穀物や乾草
からウィンドロウが形成されます。その

後、この作物の取り入れやベーラーへ
の供給を行うために、トラクターはでき
る限り効率的にウンドロウの上を走行し
なければなりません。ウィンドロウの隙
間、様々に異なるカーブ形状やウィンド
ロウの高さなどの不規則性により、移動
型作業機械が過剰に材料を取り入れて
しまうと、詰まりが生じたり、効率的に
梱包できなくなったりするおそれがあり
ます。通常限られた時間枠で作業を行

収穫車のドライバーアシスタンスシステム

歩留りを向上させる自動化プロセス
時間節約、効率向上、収穫物や刈り取り物取り入れ時のトラクター運転手の作業軽減 – SICK のドライバーアシスタンスシス
テム WGS は、これらすべての利点を提供します。藁、収穫物および刈り取り物のウィンドロウ検出と測定に使用されます。トラッ
キング機能が統合されているため、このシステムは大きなウィンドロウの位置に関する正確な情報を提供することができます。
車内制御装置に統合されているこれらのデータにより、農業機械の自動位置決めおよび制御、速度調整、収穫プロセス全体
の最適化を行うことができます。
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わなければならず、時には予測できな
い天候の変化に見舞われることもある
収穫期に、このようなことが生じると、
機械を再び始動させる作業に手間取り、
時間の損失につながってしまいます。

ドライバーアシスタンスシステム 
WGS: インテリジェントな収穫ヘルパー
従来、農業機械のドライバーは、量や
形状の異なるウィンドロウを拾い上げ、
切断したり、搬送および保管可能な丸
型 / 角型ベールに圧縮したりできるよう
に、最適に車両を操縦しなければなり
ませんでした。現在のドライバーは、
WGS を使用してインテリジェントな収
穫ヘルパーの支援を受けることができ
ま す。 こ の シ ス テ ム に は、1 台 の
2D-LiDARセンサ (2D-レーザスキャナ) 
TiM351、ならびに統合されたウィンド
ロウ検出用のアプリケーションソフト
ウェアが 1 つ含まれています。このソフ

トウェアは、測定結果を直接車両自動
化システムに提供し、機械の操舵情報
および速度情報を処理することができ
ます。LiDAR センサは機械のキャビン
ルーフに取付けられ、車両前方の地面
を進行方向に対して横方向にスキャン
します。WGS はまずデータから土壌プ
ロファイルを作成し、車両に対するウィ
ンドロウの相対位置を算出してプロファ
イルを追跡します。システムは、機械
動作に関する受信データを使用して
ウィンドロウを検出し、位置の保存と追
跡を行います。車両制御は、このウィン
ドロウ軌道情報を使用してトラクターを
ウィンドロウに沿って自動的に操縦し、
最適に材料を拾い上げるために位置決
めすることができます。同時にウィンド
ロウ体積の算出を通して、自動速度制
御に必要となる基本情報が提供されま
す。これにより小さなウィンドロウでは
より速く走行し、高さのあるウィンドロウ

ではよりゆっくりと走行することができ
ます。 

統合しやすいシステムコンセプト
農業機械およびプロセス向けドライ
バーアシスタンスシステムの明らかな
利点により、ますます多くのメーカーが
WGS などのシステムを農業機械に統
合するようになっています。ここでの利
点とは、測定データと車両データが直
接 WGS のセンサ内で処理され、CAN
バスが測定データをトラクターの自動
化システムや移動型収穫機械に提供で
きるということにあります。自動化シス
テムは、さらに算集約的な処理を行う
ことなく、直接独自のアシスタンスプ
ラットフォームで横方向と速度を制御す
るために、これらの結果データを利用
します。 

ドライバーの負担は大幅に軽減され、 
より効率的な車両活用を実現
WGS はドライバーの負担を大きく減ら
します。特に作業時間が長い場合には、
ほとんど疲労を感じることなく走行を続
けることができます。このシステムは、
例えばフォレージハーベスタやベー
ラーなどの時間とコストのかかる障害
を回避すると同時に使用率を最適化し
て、野外での作業時間を短縮させます。
(as)

ドライバーアシスタンスシステムWGSは、ウィンドロウの位置と高さプロファイルを算出します。

2D-LiDARセンサTiMに基づいたドライバー
アシスタンスシステムWGS



エプロンでの注意

ドライバーアシスタンスシステム 
APSにより事故や衝突を回避 
飛行機のグランドハンドリング時には毎年数十億ドルにのぼる被害が生じており、
保険会社にとっては多額の補償金につながります。このため地上サービス業者は、
高い保険料を支払わなければなりません。 
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>> Lufthansa LEOS GmbH では、レー
ザスキャナにおける SICK の豊富な経
験を信頼し、飛行機の牽引時の損害を
回避するために、SICK のドライバーア
シスタンスシステム APS をトーイング
トラクターで使用しています。 

LEOS は、フランクフルトとミュンヘン
で合計 38 台のトーイングトラクターを
運営しています。各トラクターは一日当
たり平均して 8 ～ 15 回牽引またはプッ
シュバックを行います。この際、駐機場
または格納庫にある物体またはその他
の車両と衝突する可能性があります。

トーイングトラクター向けの衝突警報お
よびドライバーアシスタンス
トーイングトラクターのドライバーによ
る飛行機の安全な移動をサポートする
ために、SICK は LEOS と協力してドラ
イバーアシスタンスシステム APS (Air-
craft Protection System) を開発しまし
た。このシステムはドライバーの負担
を軽減し、衝突や事故の危険小さくす
ることにより、多額の修理費やダウンタ
イムコストならびにダウンタイムを回避
することができます。つまり、APS を
使用することにより、プッシュバック、
再配置、メンテナンス牽引プロセスを
効率的かつ円滑に行うことができるよう
になります。

飛行機の機種特定
トーバーレストラクターは前輪を抱え込
み、持ち上げます。これで前輪とその
重量がトラクターの中心に位置してい
れば、トラクタードライバーが飛行機の
制御を開始します。2D-LiDAR センサ 
(2D レーザスキャナ ) LMS511 は、トラ
クターの後部に配向して設置されてお
り、地面と並行して飛行機の下部領域
全体を監視します。「レーザスキャナは
飛行機の降着装置の車輪を検出し、ド
ライバーアシスタンスシステム APS は
降着装置形状を基に飛行機の機種を特
定します。APS には多数の飛行機機種
が保存されているデータバンクが統合
されており、降着装置の形状が一致す
るすべての機種をトラクターのドライ
バー画面に選択リストとして提示します。
ドライバーは正しい飛行機を選択して
確定します。」Lufthansa LEOS GmbH
のプロジェクトエンジニアであるミヒャ
エル・ドル氏は、このように説明します。

機体下にある見えないカーペット
ドライバーアシスタンスシステム APS
は牽引路を監視し、ドライバーにすべ

ての障害を表示して、起こり得る衝突
を早期警告します。このシステムは、1
台の 2D-LiDAR センサ LMS511 と、ア
プリケーションソフトウェアを搭載した
コンピュータユニットを含むタッチディ
スプレイで構成されています。統合さ

れているインストールウィザードにより、
APS のコミッショニングと構成を簡単
に行うことができます。「LiDAR センサ
は、左右を問わず機体の横や後ろに存
在するほぼすべての物体を検出しま
す。警告ゾーンは個別に設定すること
ができます。また、スキャン面は目に
見えないカーペットのように機体の下

LMS511は、機種を特定するために飛行機の
車輪を測定します。

ドライバーアシスタンスシステムAPSは、飛
行機を移動させる際に、トラクタードライバー
をサポートします。

に広がっています」Lufthansa LEOS 
GmbH の最高執行責任者 (COO) トー
マス・キルマイヤー氏が、原理を解説
します。「飛行機の走行経路内の領域
に進入してくるものはすべて、画面上
に赤くマークされます。定義された警
告戦略に従ってドライバーに通知され、
ドライバーは物体と機体が衝突する可
能性があるということを認識できます。」 

飛行機の移動は、トラクタードライバー
にとって大きな課題です。飛行機をプッ
シュバックしたり牽引したりすることは
できますが、その際状況によってはドラ
イバーの視界が遮られることがありま
す。さらに、飛行機はその天候に関わ
らず常に移動させなければならないた
め、天候による影響も加わります。「ト
ラクタードライバーの作業は非常に複
雑です。彼らはこれ以外にも多くのタス
クをこなさなければなりません。ドライ
バーアシスタンスシステムはサポート
してくれますが、システムに介入するこ
とはありません。ドライバーは、システ
ムが機能しており、センサがすべての
物体を検出していることを直ぐに画面
で確認できます。つまり、今日はこの
システムにサポートしてもらったと、ド
ライバーに実感してもらうことが目的で
す。しかし、状況に対処するのはドライ
バー自身でなければならないのです」
ミヒャエル・ドル氏はこのように述べま
した。SICK の開発者は、ドライバーと
ドライバーアシスタンスが完璧に補完
し合うように、トラクタードライバーと共
に聴覚による最適な警告周波数を設定
します。

空港事業の他にも SICK のセンサは、
屋外領域などその他多種多様なアプリ
ケーションにおいて定評ある衝突回避
として使用されています。例えば SICK
の LiDAR センサのおかげで、世界中
のコンテナ港ではクレーンとコンテナ
を衝突なしで動作させることが可能と
なっています。

Lufthansa LEOS (Lufthansa Engineer-
ing and Operational Services GmbH) 
は、ドイツの大規模空港における地上
サ ー ビ ス を 専 門 と す る Lufthansa 
Technik AG の完全子会社です。LEOS
のコアコンピタンスには、とりわけ地上
サービス事業範囲における飛行機の牽
引、乗務員の搬送、機器や飛行機のメ
ンテナンスなどが含まれています。(as)
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露天・坑内採掘用の建設車両機械および鉱業用機械、農業機械および林業機械、自治体車両および特
殊車両などの移動型作業機械では、多くの場合操車時および後退時に事故が発生しています。  移動型
作業機械の側面や後部など、目に見えない領域を監視するためには、屋外領域に適した SICK の 3D ビ
ジョンセンサ Visionary-B CV を搭載したアクティブなドライバーアシスタンスシステムを利用すること
ができます。死角にいる人物と物体は確実に検出され、衝突する前に警告が発せられます。 

3Dスナップショット – 屋外エリアで効果的に使用するためのステレオカメラ

死角を監視: モバイルオートメーション 
向けのアクティブな衝突警報
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>> 適切な技術によってドライバーまた
は機械オペレータをサポートすることに
より、衝突や事故の多くを回避すること
ができます。しかしアクティブな警告だ
けでは十分ではありません。アシスタン
スシステムは、衝突警報と関係のある
対象物を区別できなければなりません。

Visionary-B CV は、アクティブシステ
ムとして設計されています。対象物が
定義されている検出ゾーンの 1 つに入
ると、システムは音と光による信号を
発します。パッシブな監視ソリューショ
ンとは異なり、ドライバーは常にモニタ
を確認する必要はありません。ドライ
バーは車両操作に集中することができ、
システムは危機的な状況になる前に適
時に警告します。 

Visionary-B CV: プラグアンドプレイ式
システムソリューションによる 
3D 衝突警報
システムには、センサヘッド、評価ユニッ
ト、2D モニタが少なくとも各 1 つずつ、
さらに機械的・電気的設置アクセサリ
一式が含まれています。さらにこのシ
ステムは、衝突警報用のアクティブな
3D センサと内蔵型 2D ライブカメラの
両方が搭載されているツーインワン 
(2in1) ソリューションとなっています。
つまり、ドライバーにはさらに 2D ライ
ブ画像と前回の動作時間におけるアク
ティビティの記録が提供されます。高さ
範囲 1 m ～ 2.4 m に取付けると、検出
角度 105° x 90°となり、車両後部の長
さ 6 m、幅 4 m の死角領域をカバーす
ることができます。評価ユニットは 3D
画像データを処理し、様々なクラスの
測定値に基づいて対象物を割り当て、
インテリジェントなアルゴリズムにより
衝突警報とは無関係の対象物を無視し
ます。これと並行して評価ユニットは、

2D ライブ画像とアラーム信号をドライ
バーキャビン内のモニタに転送します。
これに応じてモニタは音と光による警
告を発します。

立体原則および 
3D スナップショット技術
衝突警報の信頼性を獲得して、ドライ
バーにシステムを受け入れてもらうた
めには、アシスタンスシステムが危険
を確実に検出でき、通常の動作環境と
の違いを判別できるということが非常
に重要です。これは、人物や対象物の
存在検出に加え、車両への各距離を空
間的に検出できる立体原理に基づいた
対象物検出により実現できます。ここで
は、センサヘッドに内蔵された 2 個の
カメラが、わずかに異なる位置から周
囲を撮影します。評価システムはこれ

ら両方の視点をまとめ、ここから 3 次
元の深度情報を算出します。3D ビジョ
ンセンサは、この 3D 画像情報から対
象物の幅と高さを算出します。これによ
り、衝突する危険がある人物や対象物
と、縁石や凸凹など衝突とは関係のな
い対象物が区別されます。従ってドライ
バーアシスタンスシステムは、本当に
危険な状況についてのみドライバーに
警告します。

統合されたデータ評価により、屋外の 2
つの対象物クラスを確実に検出するこ
とができます。対象物クラス 1 にはす
べての小さな対象物が含まれます。対
象物クラス 2 には、より大きい対象物
が含まれますが、壁などのように細長く
広がるものは含まれません。対象物ク
ラス 2 では、このような対象物が無視

過酷な環境で衝突警報を担うドライバーアシスタンスシステムVisionary-B
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されます。このため、クラス 2 の対象
物のみを警告する設定は、例えば狭い
経路などで不要な障害物警告信号が生
じないようにするために適しています。 

さらにアラーム通知を限定するために
アラームゾーンを柔軟に設定すること
ができ、ドライバーが対処できるように
なります。これにより、Visionary-B CV
は警報誤作動を確実に回避するため、
実際に危機的な場合のみドライバーに
通知されます。

Visionary-B CV のモジュール式コンセ
プトにより、検出された対象物の評価と
分類の他にも、ドライバーアシスタンス
システムを車両およびその利用法に合
わせて設計することが可能です。これ
については、走行方向への監視用セン
サヘッド、前進 / 後退走行など自動的に
相互切替される 2 個のセンサヘッド、
ならびに特に大型で見通しの悪い車両
の周囲または後部領域を同時にカバー
し、同時動作する 2 つのセンサヘッドと
いった様々なシステム構成が提供され
ています。

過酷な作業環境で最高の稼働率を達成
する屋外向け設計
ドライバーアシスタンスシステム Vi-
sionary-B CV は、モバイルオートメー
ションにおける数多くのターゲットアプ
リケーションに合わせて、屋外領域で
の使用を目的として設計されており、最
高の堅牢性を発揮します。センサ筐体
の保護等級は IP69K で、周囲温度は−
40 ℃～ +75 ℃の仕様となっています。
さらに、これは耐衝撃性 / 耐振性にお
ける最高要件を満たしています。多く
の場合ドライバーキャビン領域に保護
された状態で設置可能なこの評価ユ
ニットは、保護等級 IP67、温度範囲−
20 ℃～ +40 ℃で、長い耐用年数を実
現するために、過酷な環境向けに設計
されています。アルゴリズムは実践で
検証されているため、直射日光、雨、
湿気、およびそれに起因する光沢のあ
る路面、ならびにその他の環境による
影響が、対象物検出の信頼性、つまり
は衝突警報の信頼性に悪影響を及ぼす
ことはありません。

モバイルオートメーションは多様な使
用方法を提供
モバイルオートメーションの様々な分野
には、屋外向けドライバーアシスタンス
システム Visionary-B CV を興味深く導
入できる多くの用途があります。例え
ば油圧ショベルなどでは、切替可能な
2 つのセンサヘッドを搭載したバリエー
ションが、後部領域ならびにショベル
アームによって遮られ視認できない領
域を確実に防護します。建設および鉱
山用機械のフロントローダ、ダンプカー
またはローラなどは、SICK のアクティ
ブなドライバーアシスタンスシステム
を使用することにより、はるかに安全に
運転することができる典型的な例です。
農業および林業向け車両のドライバー
は、生じ得る危険源や事故発生源を適
時に検出し、アクティブに警告を発す
る Visionary-B から大きな利益を得て
います。車両の損傷が少ないというこ
とは、機械停止時間の減少と最高の稼
働率を意味しています。収穫期にこれ
を実現できれば大きな利点となります。
例えばリサイクル用品の回収などに使
用される自治体車両や特殊車両でも、

3DビジョンセンサVisionary-Bは、死角に存在する人物および対象物を
確実に検出し警告します。 ロールでの衝突警報
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Visionary-B は常に死角を監視してお
り、車両の制御中にドライバーを効果的
にサポートします。

上記の例以外にも、洗練されたドライ
バーアシスタンスシステムには数多く
の用途があります。Visionary-B のすべ
てのバリエーションは、OEM 経由で直
接新規車両に取付けることができるほ
か、簡単に構成可能な車両後付け用の
完全ソリューションとして、あるいは
ディーラーオプションとしても提供され
ているため、いつでも既存の車両で実
現することができます。

柔軟性をさらに向上させる Visionary-B 
PS
Visionary-B は、最適なドライバーアシ
スタンスシステムが必要とする正確な
データを供給し、移動型作業機械の衝
突回避に合わせて完璧にカスタマイズ
されています。まもなく製品群 Vision-
ary-B のもう一つのバリエーションであ
る Visionary-B PS が提供されます。こ
れにより、その他のアプリケーションに
おいてもお客様のご希望に応じて解決
することができるようになります。Vi-
sionary-B PS は、データ品質と堅牢性
に関しては Visionary-B CV と同様の特
性を備えています。ただし、このセン
サは 3D 生データ、対象物クラスと位置、
ならびに 2D カメラ画像を提供します。
これらは評価ユニットからデータスト
リームとして Ethernet 経由で出力され
ます。このため、このバリエーションで
はモニタは必要ありません。過充電プ
ロセス時の位置決めであれ、物体追跡
または REBEN によるトラッキングであ
れ、3D 生データ、2D カメラ画像、お
よび対象物位置とクラスの形式で事前
処理されたデータを組み合わせること
により、数多くのアプリケーションを解
決することができます。特に過酷な屋
外環境では、このようにしてプロセスを
より効率的、正確、そして環境にやさし
い形で形成することができます。(as)

フォレージハーベスタの衝突警報

港ではVisionary-Bがリーチスタッカー後部領域を監視します。
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>>ドローンに接続されている SICK の
3D-LiDAR セ ン サ LD-MRS 4-Layer 
UAV は、軽量構造にも関わらず 300 m
と非常に広い動作範囲を特長としてい
ます。しかも黒い対象物 (10 パーセン
トの反射率 ) では、動作範囲はまだ 50 
m もあります。つまり、ドローンに対し
てペンギンが黒い背中を向けていて
も、センサはペンギンを認識します。
この 3D-LiDAR センサは、周囲を隙間
なく検出します。また、対象物トラッキ
ングが統合されているため、広大な群
れで生息している動物を数える時間
が、数週間から数時間に短縮されます。

しかし、多種多様なアプリケーションに
対応できるこの新しい技術の能力に極
めて大きな関心を寄せているのは、科
学者だけではありません。これまでは
高価なヘリコプターを使用する必要が
あった測定および監視タスクの多くが、
低価格の無人航空機またはドローンと
も 呼 ば れ る UAV (Unmanned Aerial 
Vehicle) で容易に行えるようになりま
す。それにより、パイプラインや送電
線だけでなく、エネルギー転換の一環
として建設されている風力エネルギー
パークでも、適切な監視とメンテナン

軽量の3D-LiDARセンサ 
LD-MRSは、ペンギンの観察をサポートします。

ドローン用のセンサ 

3D-LiDARセンサLD-MRSは、 
黒の燕尾服を着たペンギンも検出

対象物が暗色であればあるほど、距離が拡大するにつれてその検出は困難になりま
す。しかし、ドローンに統合された LiDAR センサ ( レーザスキャナ ) で、南極に
生息しているペンギンを上空から検出する際に、ペンギンたちが「黒の燕尾服」
を脱ぐ必要はありません。地球気候変動の影響に関して早急に必要とされてい
る情報を収集するために、ペンギンの群れをマッピングしてカウントしている
研究者と科学者にとって、LiDAR センサと飛行ロボットの組み合わせは大歓
迎の新技術です。
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スが可能になります。林業では、例え
ば高さ、間隔、数と多様性に関する立
木の点検を、測定技術が有する長い検
出距離と高い分解能を利用して、わず
かな手間で実施しています。石炭 / 鉱
石 / ゴミ集積場でのバルク材の在庫量
調査を目的とした正確な 3D マッピン
グや、河川、運河や海岸線の測量とマッ
ピン グ も、同 様 に 簡 単 に なります。
UAV に搭載されたインテリジェントな
測定センサは、マルチスペクトルカメラ
と連携して、例えばバナナ農園でバイ
オマスや必要な施肥量を特定するため
に必要なあらゆるデータを収集します。

本来は自動車市場向けに開発された
3D-LiDAR センサ LD MRS には、まず
産業用市場に適した装備が施されまし
た。「マルチエコー技術を採用したこの
センサは、埃があり、雨が降っている

状況であっても高い信頼性でスキャン
できるため、港および露天採掘での過
酷な環境条件に理想的です。この市場
でドローンの投入に対する需要が高
まったため、まずはソフトウェアに焦点
を 当 てて 改 良 を 開 始しました」と、
SICK AG のハンブルク拠点で Identifi-
cation & Measuring 分野のプロダクト
マネジャーを務 めているサンドラ・
ヴィーンベックは説明しています。ドイ
ツ人工知能研究センター (DFKI) のロ
ボティクスイノベーションセンターと共
同製作した LD-MRS 向けの ROS ( ロ
ボットオペレーティングシステム ) ドラ
イバにより、センサはロボット工学アプ
リケーションに統合しやすくなりました。 

ただし、UAV での特殊な使用には、セ
ンサ重量の大幅削減という課題が残っ
ています。そのため、適切な材料を評

UAVに搭載されたインテリジェントな測定 
センサは、マルチスペクトルカメラと連携し
て、必要なあらゆるデータを収集します。

測定技術を搭載したUAVは、マッピングなど
の測定・監視タスクを実行します。

価しながら、産業用製品に求められる
堅牢性を維持した上で、機器のハード
ウェアをさらに改善しました。現時点で
重量 770 グラム、保護等級 IP69K を
誇る LD-MRS は、ドローン市場で最軽
量かつ最大の動作範囲を持つセンサで
す。同時に極めて頑強でもあり、サンド
ラ・ヴィーンベックの言葉を借りれば、

「沼地に墜落した後でも機能性が維持
される」ほどです。

飛行中のドローンで発生する激しい振
動は、統合されているセンサが行う測
定に大幅な障害をもたらす可能性があ
ります。「多種多様なアプリケーション
のシミュレーションとデータを利用し
て、障害をもたらし得る共振を除外す
ることに成功しました。また、これは産
業用製品ではありますが、開発ではデ
ザインと外観の印象も重要なテーマで
した。エアロダイナミクスの原理に基
づきながら数多くの調整を行った結果、
安定性と軽快さの微妙なバランスをと
ることができました」と、サンドラ・ヴィー
ンベックは述べています。南極のペン
ギン調査での見事な使用例が、この開
発の努力が実を結んだことを示してい
ます。(as)
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コンテナ投入の自動化は、ゴミ収集車のドライバーの作業や都市交通の負担を軽くします

スマートな廃棄物処理:  
作業員の後部踏台への相乗りは過去のもの

ゴミ収集車のドライバーにとって、違法駐車、狭い道路、イライラしたドライバー、暑さ、寒さ、雷雨などは日常的に遭遇する
状況です。しかし今日では必ずしもそうではありません。北イタリアのアスティで採用されている優れた廃棄物処理用新型公
共車両は、ゴミ収集車ドライバーの作業と都市交通の負担を軽くし、処理能力を向上させ、作業員を削減することにより、事
業者のコストを節約します。廃棄物管理の自動化およびデジタル化はスピードアップにつながります。

>> センサとセンサシステムを特殊車
両および自治体車両に統合することに
より、日常での使用に適したインテリ
ジェントなソリューションが生まれます。
こうしたソリューションは、プロセスの
コストを低下させると同時に、スルー
プットを向上させるという要望を満たす
ものです。アスティの廃棄物管理と都
市清掃を担当する「Asti Servizi Pubb-

lici SPA, Asp」は、パイロットプロジェ
クトとして一般廃棄物の収集にいわゆ
る 2Side System を 導 入 し ま し た。
2Side System は、ロボットアームを搭
載したゴミ収集車、自動グリッパアーム
技術、Kinshofer グリッパアーム技術と
適合する廃棄物コンテナで構成されて
います。この完全ソリューションは、イ
タ リ ア の 企 業「Ecologia Soluzione 

Ambiente (ESA)」とスペインの廃棄物
コンテナメーカー「CONTENUR, S.L.」
の協力のもとに生まれました。SICK の
センサはグリッパアームの完璧な自動
位置決めを実現します。 

「私たちは道路の両側にある廃棄物コ
ンテナを自動的にピックアップし、収集
車に投入できる車両を開発しました。
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このプロセスのためにドライバーが降車
する必要はなく、他の作業員なしで一人
で実行することができます」Ecologia 
Soluzione Ambiente (ESA) のプロジェク
トマネージャー、ジョバンニ・ベルトッツィ
氏は、このように説明します。

プロセス
ドライバーはまずコンテナの方に車両
を近づけます。距離センサが車両から
コンテナへの距離をドライバーに通知
します。ドライバーはジョイスティック
を使用して投入プロセスを開始します。
回転グリッパアームがコンテナのある
道路側に移動します。このアームは自
動的に適切なコンテナ把持位置に傾き、
車両の上にコンテナを持ち上げ、コン
テナ底部のフラップが開くよう作動させ
ます。グリッパアームは、空になったコ
ンテナを元の位置に戻します。ゴミ収
集車は走行を続け、道路は再び自由に
走行できるようになります。全プロセス
には、最大 80 秒かかります。 

センサデータを含むすべての作業機能
は、中央制御で処理されます。パイロッ
ト期間中にさらに最適化されたソフト
ウェアによって、複雑な機能を正確か
つ 迅 速に制 御 することが できます。
CANopen インタフェースを搭載したセ
ンサは、必要となるデータを確実に提
供します。 

センサ技術
「このシステムのハイライトは速度です。
これを確保するにはセンサの精密な
データが欠かせません」ジョバンニ・
ベ ルトッツィ氏 は 続 けま す。「2Side 
System では、車両とコンテナとの距離
を正確に検出する距離センサを採用し
ています。傾斜センサ、ワイヤエンコー
ダ、アブソリュートエンコーダは、この
距離値を基礎情報として展開可能な伸
縮ブームの傾斜、さらにグリッパの展
開経路に関する適切なセンサ値を提供
します。」

コンパクトな形状による正確な傾斜測
定
一次元で動作する SICK の傾斜センサ
TMS61 は、展開可能なグリッパアーム
付き伸縮ブームの任意の傾斜または必
要な傾斜に関する情報を提供します。
360°の測定範囲と自由に設定可能なゼ
ロ点により、様々な設置状況で柔軟に
センサを使用することができます。傾
斜センサ TMS61 は、サイズ、柔軟性
および性能において新しい基準を打ち
出しました。小型で頑強なプラスチッ
ク製筐体に収納されたこのセンサは、
様々な環境条件の下で、測定範囲全体
にわたって非常に優れた分解能と測定
正確度を提供します。センサをアプリ
ケーションに合わせて最適に調整する
ために、CANopen インタフェースを介
して、多くの機器パラメータを適合させ
ることができます。

廃棄物コンテナを自動で空にするには、
グリッパアームの位置を正確に検出す
る必要があります。2Side System では、
コンパクトなアブソリュートエンコーダ
AHS/AHM36 CANopen が、 グリッパ
アームの回転動作を検出します。頑強
でスリムなワイヤエンコーダ EcoLine
は、優れた繰り返し精度のおかげで、
グリッパアームの展開経路を正確に検
出します。検出されたセンサ値を使用

成功を収め満足しているプロジェクトチーム (左から):  ヴァレンティーニ・アレッシオ (Eco-
logia)、ミルコ・ディベネデット (SICK)、マウリツィオ・ライオロ (ASP)、ジョバンニ・ベルトッツィ 
(Ecologia)。
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して、グリッパアームを正確に位置づけ
することができます。 

自動で反復する動作プロセスを実現す
るには、360°回転グリッパアームの下
部シャーシに対する相対的な角度と位
置が明らかである必要があります。コ
ンパクトで頑強に設計された、繰り返し
精度の高いアブソリュートエンコーダ
AHS/AHM36 は、このニーズにぴった
りと合うセンサソリューションです。

最小設計のモジュール式 
ワイヤエンコーダ EcoLine
製品群 EcoLine は形状がスリムである
ため、制限されたスペースに最適です。
モジュール式であるため、様々な測定
長さ、インタフェースおよびエンコーダ
から選択することができます。ドラムに
統合されたスプリングとカップリングな
しの構造は、高い精度と安定性を保証
します。特殊な排気ノズルが測定ワイ
ヤを振動による損傷から保護します。 

アブソリュートエンコーダ  
AHS/AHM36 CANopen
アブソリュートエンコーダ AHS/AHM36 
CANopen は、柔軟性と診断における
新記録を達成します。回転自在なオス

コネクタと多様な取付方法を提供する
このエンコーダは、ほぼすべてのアプ
リケーションに適しています。分解能、
カウンタ方向、診断データの出力など
のエンコーダパラメータは、CANopen
ネットワークまたはプログラミングツー
ル PGT-12-Pro によって調整すること
ができます。-40 ℃～ +85 ℃の広い動
作温度範囲および保護等級 IP67 によ
り、このエンコーダ製品群は過酷な環
境条件でも使用することができます。

SICK のエンコーダと傾斜センサは、角
度、位置、速度を問わず、どのような
動きも測定します。これらは受信した
信号を直ちにデータに変換し、これら
のデータをプロセス制御装置またはク
ラウドに転送します。

測定性能とサイズの完璧な組合せ :  
距離センサ DT50-2 
製品群 Dx50-2 のセンサは、さらに改
善された特許取得済みの HDDM ™タ
イムオブフライトテクノロジーをベース

スリムなワイヤエンコーダEcoLineが、グリッパアームの展開経路を確実に検出します。

基本情報を提供: 距離センサDT50-2
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として、黒では最大 10 m、白では最大
30 m まで高い信頼性で正確に測定し
ます。Dx50-2 には直観的なディスプレ
イが搭載されているため、設置とコミッ
ショニング時に時間を節約することが
できます。センサの高い出力レートは、
毎秒最大 3,000 の距離値を提供し、最
高のスループットおよびプロセス品質
を保証します。Dx50-2 は頑強で温度
耐性があり、過酷な環境でも使用する
ことができます。Dx50-2 は速度と検出
距離を柔軟に設定できるため、あらゆ
るアプリケーションに合わせて完璧に
調整することができます。 

キャビンでの快適性
ドライバーキャビンのモニタは、外部カ
メラとプロセスデータを表示することに
よりプロセスを可視化します。ディスプ
レイはシステムの動作状態を表示し、

必要に応じてドライバーがどの部分を
補正する必要があるかを提示します。
例えば歩行者がグリッパ領域に近づき
すぎた場合は、ドライバーは介入する
か、またはプロセスを停止させること
ができます。

ドライバーはコンテナを投入する際に
降 車 す る 必 要 は ありま せ ん。Asti 
Servizi Pubblici SPA は、 こ の 2Side 
System によるパイロットプロジェクトに
最も経験豊富なドライバーを採用し、
80 秒以下のサイクルタイムの達成に成
功しました。これは都市交通をほとんど
妨げることがないため、ドライバーに
とっても快適なシステムです。 

この 完 全システ ム 2Side System は、
時代に則した廃棄物処理の例であると
言えます。 

また、審美的に魅力のあるコンテナは
どのような都市環境にも調和し、従来
のゴミ収集に代わる経済的で時間の節
約が可能な新たな方法を提供してくれ
ます。ワンマン運転の車両を使用する
ため、ドライバーの作業をできる限り技
術的にサポートする必要があります。
そのために SICK のセンサが採用され
ています。(as)

「このシステムのハイライトは速度です。 
これを確保するには 

センサの精密なデータが欠かせません。」

Ecologia Soluzione Ambiente (ESA) プロジェクトマネージャー、ジョバンニ・ベルトッツィ氏

審美的にも魅力のあるコンテナは、どのよう
な都市環境にも調和します。

ドライバーキャビンのモニタはプロセスを可視化します。
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モバイルオートメーションに対応するSICKのエンコーダ 

動作パターンの監視によってのみ 
改善可能

賭けてみますか？
…油圧ショベルのバケットを使用してレコードプレーヤーのアームを LP の 2 曲の
間に正確に配置することができるでしょうか。または 2 台の油圧ショベルで 6 足の
ソックスを 4 分以内にロープに引っ掛けることはできるのでしょうか。はい、可能
です。この挑戦者は、テレビ番組「Wetten, dass..? ( 賭けてみますか )」で油圧ショ
ベルのもつ優れた手先感覚を駆使して見事に勝利しました。器用なショベルファン
は面白半分に商用車の高精度な操作を見せてくれましたが、すでに今日こうした機
能は、農業・林業、道路建設、鉱業などで自動化されています。

>>  移動型作業機械は、ますますハイ
テクシステムとして発展し、精密かつ
高効率でタスクをこなしてゆきます。
誤った動きはすべて高いコストにつな
がります。しかし自動化されたプロセス
での動作パターンが実際に精密かつ効
率的であるということを一体誰が保証
してくれるのでしょうか？それは SICK
のエンコーダです。エンコーダは正確
な速度、回転、運動の経路または角度
を検出し、結果を再処理可能なデータ

としてプロセス制御装置またはクラウド
に提供します。 

ポートフォリオに磁歪技術が 
加わりました
SICK エンコーダのポートフォリオには、
複雑なアプリケーションにおいても正
確な測定を行う高分解能の光学エン
コーダと、非常に頑強な磁気型エンコー
ダが含まれています。ロータリエンコー
ダはインクリメンタルエンコーダおよび 柔軟、スマート、コンパクトな製品群AHS/AHM36 

CANopenのアブソリュートエンコーダ
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アブソリュートエンコーダとして提供さ
れています。このポートフォリオには、
さらに 1 軸または 2 軸の角度を非接触
式に測定する傾斜センサが含まれてい
ま す。 こ のリニ ア 測 定 技 術 で は、 
油圧シリンダの測定と位置決めを行う
磁歪式リニアエンコーダが提供されて
います。 

特に油圧作業機械ではリニアセンサの
需要が高まりつつあります。SICK では、
より頑強で高精度の油圧測定技術を求
めるお客様に、特にモバイルオートメー
ション向けに開発されたリニアエンコー
ダ MAX を提供しています。磁歪に基
づいた測定方法により、非接触で、つ
まり摩耗フリーで絶対的な測定を実現
することができます。さらに、パルスに
は温度、振動、汚れなどの環境の影響
に対して耐性があります。

正確な位置決めに必要な正しいフィー
ドバック
SICK はリニアエンコーダ MAX48 およ
び MAX30 と共に、再びエンコーダの
新記録を達成しました。MAX30 は、直
径 30 mm で長さ 21 mm という市場で
入手可能な最小の筐体に収められてい
ます。 

その他のセンサソリューション ( 角度・
傾斜測定システム ) と組み合わせるこ
とにより、移動型作業機械の分野にお

けるリニア測定エンコーダの付加価値
がさらに向上します。機械に関する状
態とプロセス情報を取得することで、
詳細な分析を実行することができるよ
うになり、そこから予防策 (Predictive 
Maintenance 4.0) を導き出してアシス
タンスシステムをサポートすることがで
きます。

互いにリンクされたエンコーダを含む
様々なセンサが正常に相互作用してい
る例として、イタリア、アスティの自動
化された廃棄物コンテナ投入を挙げる
ことができます (P.18 ～ 21 の記事参
照 )。 

その他の例にはショベルアームの水準
化や移動式クレーンの旋回ベアリング
位置の検出があります。アブソリュート
エンコーダ AHS/AHM36、傾斜センサ
TMS/TMM88 およびワイヤエンコーダ
EcoLine は、受信した信号を直ちにデー
タに変換し、これらのデータをプロセス
制御装置またはクラウドに転送します。

現在の都市交通で、道路わきの空き瓶
コンテナを 80 秒以下で空にすることが
できるかどうか賭けてみますか？しかも
様々なピックアップ場所で空にしなけれ
ばなりません。または油圧ショベルを

使用して、センチメートルの精度で自
動的に砂利を敷いたり、キロメートルの
長さに及ぶ高速道路土手を正確な度数
で均等化したりできるのでしょうか？そ
の場合、ショベルアームが架線やガス
管に触れることはないのでしょうか？問
題ありません。難度の高い移動型作業
機械の使用に適した頑強でインテリ
ジェントなセンサであれば、これらのタ
スク以外にも多くタスクを効率的に実
現することができます。(as)

過酷な環境条件における高精度測定向けの
傾斜センサTMS/TMM88

完全自動のトラッキング: 自律型トラクター
への重要な一歩

高速道路土手の均等化: 正確な度数で 
完全自動

深さ監視: 配管の損傷が回避されます。
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無人搬送車の導入における新しい課題

インテリジェントに思考を先取り 
無人搬送車 (AGV) および無人搬送システム (AGVS) は、生産・ロジスティクスプロセスで非常に重要な役割を担っています。
この移動型ヘルパーは、インダストリ4.0 およびスマートファクトリーに対応するサイバーフィジカル生産システムの技術的先
駆者として単一または互いに連携して作業します。AGV は自律的に走行および作業し、AGVS は自らを組織し最適化するこ
とができます。

>> AGV と AGVS の機能は、安全関連
コンポーネントを使用して適切なリスク
分析を実行したあとに実現されなけれ
ばなりません。この方法によってのみ、
使用時に必要な事故防止を保証し、同
時にメーカーや事業者に対して生じ得
る責任リスクを排除することができま
す。このような背景では安全性が最重
要であることには違いありませんが、防
護装置が車両の使用に影響を与えては

ならない、またはインテリジェントな追
加機能によってユーザーにさらなるメ
リットを提供できるなど、他のテーマも
あります。 

例えば、コンパクトなセーフティレーザ
スキャナ S300 および S3000 は、AGV
の走行経路を監視すると同時に、測定
データも供給します。車両はこのデー
タを使用して、パレットやトートボックス

を独自に正確な位置でピックアップした
り配置したりすることができるようにな
ります。また、ナビゲーションサポート
で位置を特定するために、この測定
デ ータを使 用 することが できます。
S3000 Expert の広範な検出距離によ
り、設備の位置リフレクタを検出するこ
とができます。この場合、車両に対す
る距離と角度を検出し、位置特定のた
めにこの測定データを使用します。安



25

: FOCUS MOBILE APPLICATIONS

各種センサの相互作用は、例えば NAV-LOC コンセプトをベースとした
「Localization on Contour (LOC)」で明らかになります。2D-LiDAR センサ (2D
レーザスキャナ ) およびセーフティレーザスキャナが測定データを提供しま
す。現在の車両位置は、環境データと事前に作成した基準マップに基づいて
算出されます。SICK のインテリジェントなハードウェア Sensor Integration 
Machine (SIM) および「SICK Contour Localization」アプリのアルゴリズム
により車両位置が算出され、AGV に転送されます。

Localization on Contour: 反射マーク不要のナビゲーション

全技術は測定技術を補完します。上記
の両方の例は、測定データ評価のイン
テリジェントな機能により、いかにセン
サの追加を回避できるかを示していま
す。  

安全制御装置 Flexi Soft: 共に走行する
セーフティコントロールセンタ 
Flexi Soft は、簡単にコミッショニング
でき、高性能かつモジュール式の安全
制御装置です。その拡張性と操作し易
いソフトウェアにより、様々なセーフティ
アプリケーションの要件に効率的に適
合させることができます。これを目的と
して、柔軟に組み合わせ可能な機能モ
ジュール、ソフトウェア支援の論理機能、
およびすべての一般的フィールドバス
用ゲートウェイを経由したフィールドバ
スを統合する拡張オプションなどが提
供されています。Flexi Soft は、AGV
で使用する場合、車両安全に必要とな
るすべてのセンサと機能を連動させま
す。EFI イ ン タ フェ ー ス (Enhanced 
Function Interface) 経由で、最大 4 台
のセーフティセンサを接続できます。
これにより、例えば複数のセーフティ
レーザスキャナで、特に大型車両の場
合に重要となる AGV の全周囲保護を
実現することができます。このレーザス
キャナは、走行経路内にある領域以外
でも、旋回動作時またはカーブ走行時
に危険となる可能性のある車両横の対
象物を検出します。

セーフティレーザスキャナの防護フィー
ルドを車両速度に応じて切り替えるた
め に、Flexi Soft は SICK の DFS60S
などのセーフティエンコーダが提供す
るデータを使用します。同様に、ステ
アリング角度または荷物運搬装置の高
さなどの情報が、安全技術または制御
技術に関連する場合は、誘導型セーフ
ティセンサを Flexi Soft に接続すること
ができます。Flexi Soft は、安全データ
以外にも非安全関連のセンサの情報も
処理できるため、付加価値を生み出し
ます。

AGV 駆動装置の確実な監視 
および制御
Flexi Softのモジュールコンセプトでは、
適切なモジュールで駆動装置の安全関

連を監視することができます。このた
めに SICK は、AGV の安全な駆動監視
を実行できる多数の機能を搭載した
モーションコントロールセキュリティ制
御 Flexi Soft Drive Monitor など数多く
のオプションを提供しています。これに
より、 例 え ば 安 全 機 能 SSM (Safe 
Speed Monitor、安全速度監視 ) およ
び SLS (Safely Limited Speed、 安 全
制限速度 ) を使用して、タイヤのエン
コーダを介して AGV の速度を監視する
ことができます。これに応じて、車両に
取り付けられているセーフティレーザス
キャナの警告・防護フィールドを切り替
えることができます。警告フィールドが
侵害されると、自動的に安全速度に減
速されます。防護フィールドが侵害され
た場合は、駆動監視機能 SBC (Safe 
Brake Vontrol、安全ブレーキ制御 ) お
よび SS1 ( 安全停止 1) または SS2 ( 安
全停止 2) が介入して車両の安全停止
機能を作動させ、確実に監視します。
制御装置が AGV の停止機能を作動さ
せると、安全方向 SDI (Safe Direction) 
が駆動し現在使用されている回転方向
をロックします。これにより、車両は許
可されている方向への動作しか実行で
きなくなるため、このようにして障害物
から遠ざかります。つまり安全関連の
駆動監視は、モーションコントロールセ
キュリティ制御 Flexi Soft Drive Monitor
に完全に統合されたことになります。

インダストリ4.0 向けのデータ収集装置
としての AGV 安全技術
セーフティセンサと安全制御装置は、
特に完全な安全ソリューションのネット
ワーク内で、個々の AGV や AGVS 全
体の稼働率を最適化することができる
多数の追加データを提供します。状態
モニタリング (Condition Monitoring) の
一環として、予防や運用に伴う保守と
直接関係のある情報の例としては、消
費電流、動作時間、汚れの発生、動作

温度などに関するデータがあります。
これらのデータはセンサによって提供
され、制御装置が評価および処理し、
ゲートウェイ経由で車両制御装置に転
送されます。今度はそこから、上位ア
プリケーションまたはクラウドベースの
アプリケーションで利用できるように無
線データ伝送、Bluetooth または NFC
を経由して転送されます。  (tm)

AGVS light – 共同作業モードに 
おける安全な動作

若 い デ ン マ ー クの 企 業 Mobile 
Industrial Robots (MiR) は、あら
ゆる点においてスムーズに動作す
る輸送用モバイルロボットMiR100
を開発しました。ロボットには、セー
フティレーザスキャナ S300、3D
カメラおよび超音波が組み込まれ
ているため、人物または障害物を
見つけ次第、自動的にこれを回避
することができます。 

完全なレポートはこちらよりご覧い
ただけます : www.sickinsight.de/
mir
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移動型作業機械向けの3D-LiDARセンサ

より多くの位置を確保し、 
より多くの展望を実現
SICK の 3D-LiDAR センサ (3D レーザスキャナ ) または 3D ビジョンセンサに基づい
たドライバーアシスタンスシステムは、移動型作業機械周囲のブラインドゾーンを確
実に検出し、危険源や事故発生源を適時にオペレータに警告します。3D ビジョンセ
ンサ Visionary-B を搭載したインテリジェントな 3D アシスタンスシステムの他にも、
3D-LiDAR センサ MRS1000 が操車およびナビゲーションをサポートします。

>> 建設現場や露天・坑内採掘では、
操車や後退走行が頻繁に事故原因とな
るほか、港などの荷役でも衝突が生じ
ています。

また農業では、収穫機械がウィンドロウ
の輪郭を正しく認識しないことなどによ
る不正確な肥料や収穫プロセスは損失
につながります。

同時にこの業界では、高い効率が求め
られています。農業では人口増加に伴
いますます多くの食糧を生産する必要
がある一方で、一部の物価は激しく下
落しています。今後も収益性のある原
材料を生産するには、作業手順の効率
を向上させなければなりません。建設
プロジェクトは常に時間との戦いです。
人間と機械が密接に共同作業を行うた
め、潜在的な事故のリスクとは切り離す
ことができません。

しかし、適切な技術によって機械オペ
レータをサポートすることにより、多数
の衝突や事故を回避することができま
す。ただし多くの場合、単純な警告機
能だけでは十分ではありません。シス
テムは衝突警報と関係のある対象物を
区別できなければなりません。これを
判別するには、対象物の体積検出が不
可欠です。もう一つの課題は、時折過
酷となる適用分野の環境条件にありま
す。

周囲を検出し、危険を回避
十数年にわたるレーザ技術における
SICK の専門知識を基礎とした 3D-Li-

港における積み降ろし: MRS1000は、地面の確実な環境検出により、コンテナ積載時にクレー
ンドライバーとリーチスタッカーのドライバーをサポートします。

DAR センサ MRS1000 は、「野外作業」
におけるドライバーアシスタンスシス
テムに多角的な視野を提供します。

最大 55,000 の測定ポイントを持つセン
サ は 4 つ の 位 置 で 検 出 し ま す。
MRS1000 は測定ビームあたり3 つの
エコー信号を送信して、測定ポイント数
を毎秒最大 165,000まで増加させます。
位置は水平方向に上下に配置されてお
り、センサから扇上に広がっています。
20 m の距離 の場合、MRS1000 は例
えば 2.70 m の高さをカバーします。

4面での同時測定により、MRS1000は床に 
置かれた対象物や通路に突き出した対象物
も検出することができます。中規模油圧 
ショベルでもドライバーの視界は制限され
ています。
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MRS1000 の多様な使用方法により、
油圧ショベルも恩恵を受けています。
例えば MRS1000 は、ショベルアーム
の動きを監視します。センサは全可動
部材の互いの絶対的位置決めを監視
し、機械オペレータはそれに応じて動
作を調整したり、加速または減速させた
りすることができます。

見通しを保証
MRS1000 では革新的な HDDM+ テク
ノロジーを採用しています。この技術
は長距離の測定を実現し、わずかな測

定ノイズとマルチエコー機能を特徴と
しています。

3D-LiDAR センサは、個別にパラメー
タ設定可能なエコーフィルタを使用し
て雨、埃、雪やその他の障害となる環
境の影響によって生じる望ましくない測
定データと信号を除外します。この際、
フィールド評価は高いスキャン速度と測
定フィールドカバー率の下に直接セン
サ内で行われます。

MRS1000 の垂直方向に大きく開いた
275°の開口角度は、最大 64 m の作業
エ リ ア を カ バ ー し ま す。 つ ま り
MRS1000 は、最大 64 m の作業エリア
内の車両周囲全域を、機械オペレータ
には見えない部分も含めてカバーでき
ることになります。

MRS1000 は、困難な視界条件や対象
物が移動する場合でも、放射する測定
ビームにあたり3 つのエコー信号を送
信して、信頼性の高い測定データを提
供します。MRS1000 の稼働率をさらに
高めるために、使用条件に応じて追加
フィルタを利用することができます。

港では霧フィルタなどを使用すること
ができます。これにより 3D-LiDAR セ
ンサは、センサの誤警報につながる可
能性のある霧領域の望ましくないエ
コーを除外することができます。微粒
子フィルタは、露天採掘や建設現場の
埃が発生する過酷な環境で、塵粒子を
無関係な反射的刺激としてマスクする
ことができます。

屋外使用でも柔軟に
MRS1000 は、柔軟で頑強に設計され
ているため、様々な適用分野で使用す
ることができます。筐体は保護等級
IP67 に準拠しており、汚れや天候に対
する耐性以外にも、–30 ℃～ +50 ℃の
範囲での温度変化にも対応することが
できます。さらに MRS1000 には、マ
ルチレイヤスキャナをほぼ際限なく取り
付けることができる、柔軟に配置可能
なポートが付いています。個々の適用
分野に応じて、フィールドのアウトライ
ンをタスクに合わせて調整することが
できます。それぞれ 4 つの位置も特別
にパラメータ設定できます。MRS1000
の設定は、定評ある SICK のソフトウェ
ア SOPAS ET を使用して行います。セ
ンサデータは、ユーザーにとって使い
やすいウェブサーバで快適に表示させ
ることができます。(hs)
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極限状態に曝される農業機械では、これに持ち堪えることのできる高度な堅牢性が求められます。走行を成功させるには、 
タフであるだけでなく、利益をもたらさなければなりません。誘導型近接センサ IMB は、ここで重要な役割を果たします。 
頑強なステンレス筐体、特殊なシール材、SICK の最新 ASIC 技術、および市場でこれまで例のない幅広い温度範囲を特長
とするこのセンサは、多数のアプリケーションに対応でき、厳しい条件下でもプロセス安定性を保証します。  

>> SICK の誘導型近接センサは、極寒
にも酷暑にも耐え、大きな振動の下で
も確実に動作します。このセンサは、
水や刺激性の強いオイルと頻繁に接触
する場合でもトラブルが生じることはあ
りません。たとえ厳しい状況に遭遇して
も、SICK の誘導型近接センサは最高
性能を発揮します。 

このセンサは高い処理品質、長い耐用
年数、極めて優れた堅牢性を特長とし
ています。最新の ASIC 技術は、動作
時に最高精度と信頼性を保証します。

金属性対象物の検出は、高周波交番電
磁界で完全に非接触で行われます。
SICK の誘導型近接センサ IME は、す
でに産業環境において経済的標準とし
ての地位を確立しています。

基本は堅牢性
IME がファクトリーオートメーションで
小さく開始したことは、誘導型近接セン
サ IMB の新しい製品群で大きく発展し
ました。このセンサの特性は、屋外領
域におけるモバイルオートメーションの

課題に合わせて特別にカスタマイズさ
れました。この一連の特徴には、外部
の影響から保護するための頑強なステ
ンレス筐体や Oリング付きのセルフロッ
クナットが含まれています。さらに、
IMB は市場でこれまで例のない –40 ℃
～ +100 ℃という幅広い温度範囲で使
用することができます。このセンサは、
あらゆる不測の事態に対応できます。
極限状態の温度や天候にも持ち堪え、
潤滑剤、オイル、肥料への耐性があり、
機械的負荷にもびくともしません。

誘導型近接センサIMBは屋外領域のいかなる状況にも対応 

極限状態でも活躍
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アプリケーション固有でオーダーメイドのSICKのコネクティビティ

まず、センサは過酷な環境下で確実に一貫して高いパフォーマンスを提供し、
最終的には ( 移動型 ) 作業機械に最適な形で統合できなければなりません。
だからこそ、SICK ではセンサ、オスコネクタ、ケーブルをお客様に合わせて
カスタマイズし、すべてを一手に提供しています。組み立て可能なオスコネク
タの幅広いポートフォリオは、各配線ソリューションに個別に対応可能です。
要件に応じて長さや品質の異なるケーブルも、短時間で簡単に組み立てるこ
とができます。接続ケーブルは、配線時に最高の柔軟性を発揮します。SICK
は他にも、各アプリケーションでお客様の要件に完璧に合わせてカスタマイズ
したソリューションを提供しています。 高性能、頑強、高信頼性を特長とする誘導型

近接センサIMB

正確なプロセス制御
数多くのセンサが検出・位置決めタス
クという複雑な課題を実際の現場で克
服します。例えばベーラーに設置され
る最大 30 台の誘導型近接センサ IMB
もその例に当てはまります。IMB は、
藁がロールベールに圧縮されるまで、
プレス軸による事前圧縮から圧縮に至
る数多くのプロセスステップを監視しま
す。さらに IMB は、軸監視からすべて
の動的コンポーネントと最終位置の位
置検出までの作業も確実にこなします。

すべでの作業で IMB はその特性を一
貫して活用します。大きく高精度の検
出距離により、正確にプロセスを制御
することができます。誘導型センサは
耐用年数の長い安定した筐体に収めら

れていることから、収穫期ピークなどに
は決定的となる機械のダウンタイムを
低減させることができます。視覚的な
調節インジケータ、セルフロックナット、
個別に設計されたコネクティビティを利
用して、センサを迅速かつ簡単に現地
で設置することができます。さらに、
IMB は短期間で世界各地に納品可能で
あり、センサのメンテナンス作業もわ
ずかです。これらすべての長所を備え
た IMB は、数多くの自動化アプリケー

ションの理想的なソリューションと言え
るでしょう。(fg)
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コウモリやイルカは超音波によって素早く確実に方向を検知します。産業界ではこの汎用性の高い技術は、対象物検出、位置
決め、距離測定などで長年にわたり使用されています。超音波センサは、モバイルオートメーションの多くのタスクでもその
実力が認められています。

>> 超音波は、人間の可聴域を超える
約 16 kHz 以上の周波数帯の音を意味
します。超音波センサは、このような
高周波音波を生成する物理的作用原理
を利用しています。音波が物体に当た
ると、物体表面の性質に応じて通過す
るか、吸収または反射されます。音波
の反射は、対象物検出、位置決め、距
離測定に活用することができます。超
音波センサは、音波の発信からエコー
信号の受信までの時間から対象物への
距離を算出します。 

超音波はモバイルオートメーションに 
多くの利益をもたらします
その他の物理的作用原理を利用したセ
ンサとは異なり、超音波センサは、色
や表面あるいは環境からの影響とは関
係なく対象物を検出することができま
す。商用車または移動型農業機械で使
用する場合は、これが最も重要なメリッ
トとなります。このため、収集車によっ
て自動的にピックアップされ、空にされ
るリサイクルコンテナの色も、トウモロ
コシ畑や果樹の枝葉の凸凹面と同様に
検出にはまったく無関係です。また、
太陽や雨などが超音波センサの信頼性
に影響を与えることもほとんどありませ
ん。高い保護等級で保護された筐体は、
埃、霧、雨などからも守られています。
暑い日や寒い日の温度変動による影響
は、統合された温度補正機能によって、
自動的に補正されます。

特殊な要件と規格にも適合
様々な筐体バリエーション、検出距離、
インタフェースを含む SICK 超音波セ
ンサのポートフォリオは、モバイルオー
トメーションにおける多様なタスクのた
めにソリューションを提供します。ここ

モバイルオートメーションにおける超音波

商用車および農業機械向けの自然から生まれた
実績のある検出原理 

には、特に農業機械および林業機械、
建設用機械および鉱業用車両、ならび
に特殊車両および自治体車両が含まれ
ています。モバイルオートメーションに
関連する SICK のセンサはすべて、通
常これらのセンサが使用される過酷な
使用環境でも、気密性、耐薬品性、温
度作用、耐衝撃性 / 耐振性に関する高
い要件に難なく対応できるように設計さ
れています。 

リサイクル品収集車両の付加価値 
超音波センサを導入することにより、リ
サイクル品回収での効率を大幅に向上
させることができます。例えばシリンダ
型の金属筐体に収められたコンパクト
な UM18-2 は、収集車の自動コンテナ
グリッパアームをミリメートルの精度で
リサイクルコンテナのピックアップポイ
ントに位置決めするために使用されま
す。さらに、センサの IO-Link 出力ま
たはアナログ出力を介して、接近中に

地下コンテナのレベル測定およびリサイクルコンテナの位置決め



31

: FOCUS MOBILE APPLICATIONS

グリッパアームの速度を制御することも
できます。わずかなスペースしか必要
としない UM12 は、リサイクル品を傾
けて空にする前にコンテナの正しい位
置を点検し、円滑な投入プロセスを保
証します。車両に応じて、この製品群
の超音波センサは、ピックアップ機構と
傾斜機構の占有状態を通知し、投入中
にその下に位置する領域を監視します。 

地下コンテナを空にするために走行す
る場合、中身が十分に満たされた接近
すべきコンテナをドライバーに通知する
ことは、ルートの最適化に役立ちます。
地下コンテナに取り付けられた汚れに
耐性のある UC30 は、コンテナの危機
的な積載レベルを検知すると、コンテ
ナを空にするよう要求し、最適なルート
計画に関連する情報を提供します。 

リサイクルコンテナを空にするたびに、
車両コンテナの積載レベルが増加しま
す。この車両コンテナ内部に設置され
た超音波センサ UC30 は、コンパクト
で立方体の筐体に収納されており、増
加するレベルを連続的に測定し、危機
的なレベル状態に達成するとそれを検
知します。それに応じて、車両コンテ
ナをゴミ廃棄場で速やかに空にしなけ
ればならないことがドライバーに通知さ
れます。

農業での効率向上
農場車両や収穫車などの移動型農業機
械でも、超音波センサを多数の適用分
野で使用することができます。例えば
検出距離が広くコンパクトな取付サイズ
の UC30 は、収穫車の収集コンテナの
レベルモニタリングなどに適していま
す。その他のタスクにとしては、果樹
園の散布器などで UC30 を使用するこ
ともできます。この場合センサは、果
樹園内の木々の異なる間隔を検出しま
す。センサは、車両が木と木の間隔を
通過した場合、あるいは連続して立ち
並ぶ木々の最後に到達した場合に散布
を停止させます。木の自動検出により

散布器を制御できるため、ドライバー
の負担が軽くなり、肥料や農薬の散布
量も効率的な方法により最低限に保た
れます。穀物や農作物の栽培に使用さ
れる完全自動散布器のブームガイドに
使用される超音波センサでは、散布剤
を最低限しか消費しないということも重
要な目的です。ブームのモデルに応じ
て、最大 4 台の UM30 を取り付けるこ
とができます。超音波センサは、両側
の散布ブームの作業高さを監視し、必
要に応じて様々に育った状態に合わせ
て希望の高さに調整します。このように
してこれらのセンサは、肥料や農薬の
散布量をできる限り少なく保ちます。こ
のとき同時にセンサは、ブームによる
農作物の損傷や、地面の凸凹が大きい
場合や他の障害による衝突などを回避
します。 

超音波センサを特殊・自治体車両、建設・
鉱山用車両ならびに移動型農業・林業
機械に統合することにより、インテリジェ
ントで日常使用に対応できる自動化ソ
リューションが生まれます。これらのセ
ンサは生産性を改善すると同時に、事
業費や材料費の節約を実現します。超
音波技術がタスクにぴったりと合わな
い場合でも、SICK の幅広いポートフォ

リオは、モバイルオートメーション向け
の効率的な代替ソリューションを幅広く
提供しています。(as)

超音波センサUM30 農園散布器の正しい
作業高さ

超音波センサUC30は果樹園の状態を検出
して散布剤消費量を最適化
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